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◇
投
稿
規
定
◇
一　
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
員
は
、
本
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一　
原
稿
の
内
容
は
、
国
語
学
・
国
文
学
・
国
語
教
育
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
分
量
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
で
三
十
枚
前
後
と
す
る
。
一　
原
稿
の
送
り
先
〒
五
六
〇
　
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
―
五
大
阪
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
気
付
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
編
集
委
員
宛
一　
原
稿
の
採
否
は
編
集
委
員
に
一
任
さ
れ
た
い
。
一　
投
稿
原
稿
は
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
。
採
用
に
な
ら
な
か
っ
た
原
稿
の
返
却
を
希
望
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
申
し
出
て
は
し
い
（返
送
料
添
付
の
こ
と
）
。
一　
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
三
部
。
抜
刷
三
十
部
を
贈
呈
す
る
。
72
編
集
後
記
山
口
尭
二
先
生
の
御
退
官
を
記
念
し
て
、
国
語
学
、
特
に
文
法
を
中
心
と
す
る
特
輯
を
編
む
。
先
生
は
、
教
養
部
御
着
任
か
ら
文
学
部
御
退
官
ま
で
の
二
十
一
年
間
、
本
学
で
研
究
と
教
育
に
御
尽
力
下
さ
っ
た
。
そ
の
温
厚
な
お
人
柄
と
真
摯
な
学
問
的
姿
勢
と
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
か
つ
て
御
指
導
を
受
け
た
方
々
の
協
力
を
得
て
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
こ
の
よ
う
な
特
輯
を
編
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
御
退
官
は
つ
ら
い
こ
と
で
あ
る
。
私
事
な
が
ら
、
私
も
は
る
か
以
前
に
お
教
え
い
た
だ
い
た
一
人
で
あ
り
、
そ
の
私
が
こ
う
し
て
こ
の
編
集
後
記
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
何
か
の
縁
で
あ
ろ
う
。
今
後
と
も
縁
を
以
て
御
批
正
賜
り
た
い
と
念
ず
る
の
は
、
私
一
人
で
は
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
（蜂
矢
真
郷
）
語
文
　
第
六
十
五
輯
平
成
八
公
究
０
年
二
月
二
十
三
日
　
印
刷
平
成
八
公
究
０
年
二
月
二
十
九
日
　
発
行
編
篠
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